
14

事業の概要 　当社グループの事業は、ミニチュア・小径ボールベアリングやロッドエンド&スフェリカルベアリング、ファス
ナー及びピボットアッセンブリーを主要製品とする機械加工品事業セグメント（当会計年度売上高比率
40.2%）と、ハードディスクドライブ（HDD）用スピンドルモーターやファンモーター等の精密小型モーターを主
要製品とする回転機器事業セグメント（同 36.1%）、液晶用LEDバックライト等の光デバイス関連製品、イン
バーター及び計測機器を主要製品とする電子機器事業セグメント（同 20.3%）、スピーカー及び特殊機器を
主要製品とするその他事業セグメント（同 3.4%）により構成されております。
　製品開発は、主に日本、ドイツ、タイ及び米国で行っております。生産は日本、タイ、中国、米国、シンガ
ポール、マレーシア、カンボジア、ドイツ、チェコ及び英国などで行っております。当社グループ最大の生産
拠点であるタイの生産高が連結生産高に占める比率は50.6%（当会計年度）であり、これに次ぐ中国での
生産高は24.7%（同）です。日本を除くアジア全体の生産高は80.3%（同）であり、海外全体の生産高は
91.9%（同）です。
　当社グループ製品の主な市場は、PC及び周辺機器（当会計年度売上高比率 29.1%）、OA及び通信
機器（同 20.0%）、自動車（同 11.1%）、航空宇宙（同 9.5%）、そして家電（同 7.2%）などです。これら製品
のメーカーである当社グループの顧客は、日米欧のほか中国を中心にアジアで生産を拡大する企業が多い
ため、当社グループの地域別売上高は中国（香港を含む）が最も多く、連結売上高に占める比率は29.0%
（当会計年度）、次いで日本が20.1%（同）、タイが12.9%（同）、他は欧州、米国等となっております。
　当社は2013年 4月1日に機構改革を行いました。機械加工品製造本部、回転機器製造本部、電子機
器製造本部、HDDモーター製造本部、特機製造本部、海外モーター事業本部を、「機械加工品製造本
部」と「電子機器製造本部」の2製造本部に再編いたしました。その狙いは経営効率の改善とスピードの
向上です。

概　観　

経営陣による財務分析

戦略の概要 　当社グループは「超精密加工技術」を駆使した「垂直統合生産システム」や「大規模な海外量産工場」そ
して「整備された研究開発体制」を世界各地で展開し、「ものづくりで勝てる会社、技術で勝てる会社」を目
指して収益性を高め、企業価値を拡大することを目標としております。
　さらに、部材調達の多様化をはかるため、新たなサプライチェーンの体制を構築し、急激な需給変動へ
の対応と資金効率の向上を目指してまいります。これらを実現し持続的成長を果たすための当社グループ
の成長ドライバーは、「新製品の開発」「既存製品の改良」「生産技術の絶え間ない改善」等に加え「当社
グループの縦と横の総合力の発揮」「M&A・アライアンスを通じた企業価値の拡充」にあります。
	1.	ボールベアリングでは、成長力の高いミニチュア・ボールベアリングの生産能力強化と新製品の開発に
よる新たな需要の創出と拡大をはかってまいります。また、新興市場向けの生産、販売にも注力すると
ともに、激変するビジネス環境に対応した高収益の事業のさらなる拡大をはかります。

	2.	ハードディスクドライブ関連市場の需要減少に対応したピボットアッセンブリーの柔軟な生産体制の構築
を進めます。

	3.	HDDスピンドルモーター事業において、市場の需要に応え、新製品の開発を進めるとともに、原価低
減により、業績の改善に努めます。

	4.	需要拡大が見込める航空機用部品の一層の拡充をはかるために、世界的な事業戦略を策定するとと
もに、既存のロッドエンドベアリングの基礎技術力を向上させます。また、引き続き高度な加工技術を駆
使した航空機向けメカパーツ分野への展開を進めてまいります。

	5.	液晶用バックライト事業は、スマートフォン及びタブレットPC向けの増産と自動車市場向けの拡大を進
め売上と利益の増加と安定をはかってまいります。

	6.	ファンモーターをはじめとした精密小型モーター事業を更に拡充し、ベアリング関連製品と並ぶ柱に育
ててまいります。また、カンボジア工場での展開等を進め、増産と原価低減による収益力向上を目指し
ます。

	7.	高付加価値製品の比率を高めると同時に、製品の幅を広げ、より広範囲な市場に対応できるようにして
まいります。

	8.	たえず事業ポートフォリオの再構築を検討し、製造、営業、技術、開発の領域を越えた総合力の発揮
により、「価格対応力」と「顧客要求対応力」の強化に努めます。

	9.	電子機器製品技術と機械加工製品技術の融合を進め、新たな「複合製品」を開発することで、医療
分野等の新しい市場を開拓し、売上の増加をはかってまいります。

	10.	聖域無き経費削減に積極的に取り組み、企業体質の強化を進めることで、将来の飛躍に対応するべく
準備を進めます。

	11.	地域的なリスクを軽減するため、常に最適生産地の検討を行い、複数地域生産にも対応するべく準備
を進めます。

	12.	M&A・アライアンスを通じて企業価値の拡充を積極的に進めてまいります。




